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5月22日のトルコの政策金利の引き下げについて 

 5月22日、トルコ中央銀行は金融政策決定会合を開

催し、主要政策金利である1週間物レポレートを10％か

ら9.5％に引き下げました。市場金利の上限となる翌日

物貸出金利は12％に、市場金利の下限となる翌日物

借入金利は8％にそれぞれ据え置かれました。1月の

大幅な利上げ実施以降、初めての利下げとなりました。 

 4月末に発表された同中銀のインフレに関する報告

書では、2014年末のインフレ率予想が6.6％から7.6％

に上方修正されました。こうした中、市場では政策金利

の据え置きが予想されていました。 

主要政策金利を10％から9.5％に引き下げ 

不確実性の低下が背景 

 同中銀は、会合後に発表した声明の中で、利下げの

背景について、不確実性の低下とリスクプレミアムを

示す各指標の改善により、市場金利が全ての年限で

低下していることを指摘しています。一方で、インフレ

率の見通しが改善するまで金融引き締め政策を維持

するとの表現は維持しました。 

 同国のエルドアン首相は、今年8月の大統領選挙に

出馬すると見込まれており、経済成長を支えるために

利下げを求める一方、同中銀は、インフレ率の上昇が

緩やかになるまでは金融引き締めを続けるとしていま

した。市場では、インフレ率が高止まりする中、今回利

下げが決定されたことについて、同中銀の独立性を懸

念する見方もあります。 

 5月22日のニューヨーク外国為替市場では、利下げ

発表後に、トルコリラは一時下落したものの、対米ドル

で前日比0.6％程度、対円で同0.9％程度のトルコリラ

高となりました。次回の金融政策決定会合は6月24日

に開催される予定です。 

                              以上                           

【図1】トルコの政策金利の推移 

【図2】トルコの消費者物価指数（前年同月比）の推移 

【図3】トルコリラの対円・対米ドルレートの推移 

（出所）Bloombergデータより野村アセットマネジメント作成 
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（注）ニューヨーク時間17時頃の値。

ただし、5月23日の為替レートは東京時間9時頃の値。
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